


③実務  
□１．教育に関する連携支援業務の実務（例：教育研究拠点形成や連合大学院設置等，大学院教育を主とした連

携支援等）の初歩的な事項（例：実務全体の 20～30%程度）を理解している。  

□２．前記１．に関連する業務上の課題を発見し，上司の指導の下でその課題を解決することができる。  

□３．関係者と協力して作業を進めることができる。 

□４．上司の指導の下で必要な資料作成ができる。 

□５．全体のスケジュールとその進捗を把握して関係者と共有し，期日内に業務を終わらせられるよう，関係者の協

力を得ることができる。  

□６．研究者，あるい研究コミュニティとトラブルがあった場合，上級・中級 URAや関係者に報告・相談し，適切な対

処ができる。  

④語学  
□プロジェクトに関する英文情報や関連する技術分野の論文を最低限の範囲で理解することができる。  

⑤対人  
□１．関係者（例：学内関係者，FA，企業等）から円滑に情報収集ができる。  

□２．関係者の説明（例：規則，実施計画等）を理解することができる。  

□３．関係者の信頼を得て，連携し，協働できる。   

□４．関係者との間で円滑なコミュニケーションをとることができる。 

⑥その他  
□複数の業務に適切な優先順位をつけ，限られた時間を有効に活用し業務を遂行できる。  

  











⑤対人  
□１．関係者（例：学内関係者，FA，企業，関係省庁，海外機関等）から円滑に情報収集ができ，交渉することがで

きる。  

□２．関係者の説明（例：規則，実施計画等）を理解することができる。  

□３．関係者の信頼を得て，連携し，協働できる。   

□４．相手先（海外を含む）機関の文化や慣習等を理解し，対応することができる。  

□５．関係者との間で円滑なコミュニケーションをとることができる。  

□６．会議等において，関係者の個性や関係性などにも配慮したファシリテーションができる。 

⑥その他  
□複数の業務に適切な優先順位をつけ，限られた時間を有効に活用し業務を遂行できる。  

 


